












































The Activities for Waste Reduction and Food Recycling of hotels










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成21年度 22,718 15,064 570 2,441 553 4,091 1,723 81
（％） 100.0 66.3 2.5 10.7 2.4 18.0
うち宿泊業 197 37 - 30 3 126 7 37
（％） 100.0 18.8 0.0 15.2 1.5 64.0
平成22年度 20,860 14,191 487 2,117 515 3,550 2,023 82
（％） 100.0 68.0 2.3 10.1 2.5 17.0
うち宿泊業 250 30 - 4 1 216 6 15
（％） 100.0 12.0 0.0 1.6 0.4 86.4
平成23年度 19,955 13,768 460 2,351 420 2,956 1,841 84
（％） 100.0 69.0 2.3 11.8 2.1 14.8
うち宿泊業 251 33 0 6 1 211 8 18
（％） 100.0 13.1 0.0 2.4 0.4 84.1
平成24年度 19,163 13,225 463 2,217 424 2,833 2,285 85
（％） 100.0 69.0 2.4 11.6 2.2 14.8
うち宿泊業 240 38 0 3 0 199 12 21














平成21年度 15,617 15,064 2,800 11,212 532 475 24 20 553
（％） 100.0 96.5 17.9 71.8 3.4 3.0 0.2 0.1 3.5
うち宿泊業 40 37 18 17 - 2 0 0 3
（％） 100.0 92.5 45.0 42.5 0.0 5.0 0.0 0.0 7.5
平成22年度 14,707 14,191 2,449 10,708 543 443 41 7 515
（％） 100.0 96.5 16.7 72.8 3.7 3.0 0.3 0.0 3.5
うち宿泊業 30 30 13 12 1 3 1 0 1
（％） 100.0 100.0 43.3 40.0 3.3 10.0 3.3 0.0 3.3
平成23年度 14,188 13,768 2,524 10,352 315 529 44 5 420
（％） 100.0 97.0 17.8 73.0 2.2 3.7 0.3 0.0 3.0
うち宿泊業 33 33 18 10 1 4 0 0 1
（％） 100.0 100.0 54.5 30.3 3.0 12.1 0.0 0.0 3.0
平成24年度 13,649 13,225 2,536 9,578 540 526 39 6 424
（％） 100.0 96.9 18.6 70.2 4.0 3.9 0.3 0.0 3.1
うち宿泊業 38 38 23 12 0 2 1 0 0
































































2003 2004 2005 2006 2007
0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
年間排出量(t)
１日当たりの排出量(kg)
t
年度
kg
生ごみ
堆肥専用飼料専用
残飯類 野菜類 鶏
が
ら
、
出
し
骨
生
肉
及
び
脂
身
等
海
老
、
蟹
の
殻
卵
の
殻
野
菜
全
般
宴
会
場
、
各
レ
ス
ト
ラ
ン
の
残
飯
パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
ご
飯
、
麺
等
パ
イ
ン
の
皮
柑
橘
類
（
フ
ル
ー
ツ
）
の
皮
コ
ー
ヒ
ー
か
ひ
・
お
茶
っ
ぱ
等
図５　‌ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハー
バービューの生ごみ分別形態
資料：‌ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー
の資料により作成
図６　‌ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハー
バービューの生ごみ排出量の推移
資料：‌ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー
の資料により作成
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まーる豚」（写真４）は、加工を経てホ
テルに納入される。このような経路で食
の循環が行われた。しかしながら、飼料
がパンや野菜、オカラ、ご飯などを原料
としているため、ホテルから排出された
食品残渣は、多くの材料が料理として加
工され混ざっているため、飼料用として
使用される量が限られている。
　ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハー
バービューでは、2006年６月７日に、開
業記念日と環境月間に合わせ、ナチュラ
ル・ブレッシング・フード（自然の恵み
食）と題し、お皿に描く環境思いプロ
ジェクト第一弾として「ちむじゅらさん」
をホテル内のレストランである「ベル
ビュー」のエコメニューとして発売を開
始した。このエコメニューの料理素材は
地産地消をコンセプトに、野菜を皮ごと
使用するなど、食材全てにおいて料理く
ずを出さないメニュー構成となり、メイ
ン料理には、沖縄島北部産の和牛肩ロー
ス、地鶏のもも肉、また、「くいまーる豚」
が使用された。骨を砕いてパウダー状に
して使用していた。
　しかし、「くいまーる豚」を出してい
たフランス料理店「グランビュー」は
2008年頃に閉じているため、くいまーる
豚を使用した料理は、予約のみ（10名以
上）で受け付けている。例えば、県外か
らホテルの環境保全の取り組みを視察し
た団体がそのエコメニューを食した。ま
た、2011年３月に実施されたWWF（世
図７　ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービューにおける食と紙の循環
資料：ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービューなどの資料により作成
写真３　生ごみ乾燥器 写真４　くいまーる豚
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界自然保護基金）が主催する地球温暖化
防止を訴える世界的なイベント「Earth 
Hour 2011」において、地下のレストラ
ン「プランタン」でディナーブッフェ限
定メニューの中に「くいまーる豚の冷
しゃぶサラダ（エコメニュー）」を提供
した。以上のように、「くいまーる豚」
を使用した料理はホテルで食されること
がほとんど無くなった。
（３）かりゆしビーチリゾート・オーシャ
ンスパ
　ホテルでは一日当たり400～500kgの
食品残渣が排出される。食品残渣の排出
量削減の取り組みとして、料理取り皿を
小さくし、食べ残しを少なくするした
り、調理の際に食材の歩留まりを高めて
いる。また、排出された食品残渣を生ご
み処理機で自家処理を行っている。
　生ごみ処理機である「バイオ君」を10
台、ホテルの敷地内に設置し、生ごみを
自家処理している（写真５）。このごみ
処理機では55～60度で生ごみを撹乱し、
水分量を２割程度（1500kgから300kgへ）
まで減少させるが、撹乱には電気代が月
30万円ほどかかっている。乾燥後の発酵
では二次発酵まで行い、３か月以上の月
日がかかって堆肥化される。以上のよう
に経費や手間がかかり、生ごみの処理業
者に委託するより経費がかかっても環境
保全のために実施されている。この堆肥
のほとんどを、自社農園の「かりゆし
ファーム」で使用している。
　以上のような取り組みの結果、食品リ
サイクル率は100％となり、食品残渣の
１人当たりの年間排出量も減少している
（図８）。
４．おわりに
　本稿では、沖縄県内に立地する３軒の
大規模ホテルを事例に、廃棄物、特に食
品残渣の堆肥化・飼料化による循環型リ
サイクルの取り組みとその課題などを明
らかにすることを目的とした。得られた
主な見地は以下の通りである。
　第一に、ホテルの廃棄物削減には、多
種多様な雇用者が存在するため、担当者
　　写真５　かりゆしビーチリゾートの
　　　　　　生ごみ処理機
図８　かりゆしビーチリゾート・オーシャン
スパの食品残渣排出量の推移
資料：かりゆしビーチリゾート・オーシャンスパの資料
により作成
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のリーダーシップと経営陣の意識の高さ
が必要となっている。しかしながら、廃
棄物削減などの環境保全の取り組みは、
ホテルにおいて必ずしも宿泊客の増加を
もたらしてはいない。したがって、誘客
の一つの方法というよりも企業の社会的
責任（CSR）として廃棄物削減の取り
組みが継続されている。
　第二に、食品残渣の排出量は、飲食店
や結婚式場で減少傾向にある一方で、宿
泊施設では増加傾向にあり、食品リサイ
クルが進展していない。また、リサイク
ルより廃棄物として処理される方が多
く、飼料化よりも肥料化される割合が高
い。この背景には、集中料理施設（セン
トラルキッチン）で完全目前まで調理さ
れた料理が配送されるファミリーレスト
ランが含まれる飲食店よりも料理くずが
比較的多いことが背景にあると思われる
が、詳細な考察を行っていないため、こ
れは今後の課題である。
　第三に、ホテルから排出された食品残
渣は、多くの材料が料理として加工され
混ざっているため、飼料用として使用さ
れる量が限られている。この要因として、
第二でも述べたように、飲食店では骨や
殻、柑橘類の皮などの料理くずが比較的
割合が低く、食後の残飯が比較的割合が
高い一方で、宿泊業では料理くずが比較
的多いことが考えられる。
　最後に、食品残渣を飼料化による養豚
事業で生産された豚肉のホテルでの利用
は、その豚肉の値段が比較的高く、また、
宿泊客にもいい印象をもたれないことな
どから、生産業者とホテルにおける継続
的な食品循環が困難となっている。した
がって、このような食品循環を高めるた
めには、多くの関係者との連携や協力が
必要である。また、食品残渣を生ごみ処
理機で自家処理を実施し堆肥化しても経
費や手間がかかり、その堆肥も自家農園
が所有するホテルであるからこそ自家処
理が可能となっている。
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注
１）沖縄ハーバービューホテルの名称
は、2007年10月より「沖縄ハーバー
ビューホテルクラウンプラザ」へ、
また、2013年２月１日より「ANA 
クラウンプラザホテル沖縄ハーバー
ビュー」へ変更された。
２）有価物とは、一般的に経済上の価値
のある有体物のことである。つまり、
不要物の引き渡しに際し、輸送費や
処理費用など、すべての経費を差し
引いても、販売側が代金を受けとれ
る物のことをいう。ただし、同じ不
要物でもその物の価格や輸送費など
の変動により、廃棄物になったり、
有価物になったりする。また、有価
物にするためには、再利用可能な品
質、排出までに適切な保管や品質管
理、有価物に関する契約書や領収書
などが必要である。
３）沖縄かりゆしビーチリゾート・オー
シャンスパ（株式会社かりゆし）「環
境活動レポート　エコアクション
21」による。
４）「食品循環資源の再生利用等の促進
に関する法律」（食品リサイクル法）
では、「食品循環資源」を「食品廃
棄物であって、飼料・肥料等の原材
料となるなど有用なもの」、「再生利
用」を「食品循環資源を飼料・肥料・
炭化の過程を経て製造される燃料及
び還元剤・油脂及び油脂製品・エタ
ノール・メタンとして利用し、又は
利用する者に譲渡すること」、「再生
利用等」を「発生抑制、再生利用、
熱回収、減量（乾燥・脱水・発酵・
炭化）」とそれぞれ定義している。
５）「食品循環豚“くいまーるプロジェ
クト”」とは、「生ごみの減量化を目
的に、スーパーや食品工場から排出
される生ごみを回収、飼料・堆肥化
して、畜産農家で利用していく生
ごみ循環システム」のことであり、
NPO法人の「エコ・ビジョン沖縄」
が中心となり進められてきた。2005
年７月、正式に「くいまーる事業協
同組合」（有限会社北中有機肥料、
有限会社沖縄環境経済研究所、合資
会社沖縄浄管センター、合資会社オ
キスイ、沖縄リサイクル運動市民の
会）として認可された。なお、「く
いまーる」とは「食う」と「まわる
（循環する）」と沖縄方言で助け合い
を意味する「ゆいまーる」をかけた
造語である。

